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学位 医学博士 

免許 日本国医師免許、米国ミシガン州医師免許 

専門医な

ど 

米国家庭医療専門医、米国家庭医学会認定：フェロー 

日本専門医機構：総合診療専門研修特任指導医 

日本プライマリ・ケア連合学会：プライマリ・ケア認定医・指導医 

日本内科学会：総合内科専門医・指導医 

日本医学教育学会：医学教育専門家 

学歴 

東京都立西高校 卒業 

早稲田大学理工学部 中退 

防衛医科大学校 卒業 

順天堂大医学部研究科 卒業 

英国ダンディー大医学教育センター・医学教育資格課程（distant le

arning） 

■職歴 

1988年 6月-1991 年 6月 防衛医科大総合臨床医学研修（初任実務研修）：研修医 

1991年 7月-1994 年 8月 米国テネシー大医学部家庭医療学科：レジデント（3年） 

1994年 8月-1998 年 7月 防衛庁衛生学校・自衛隊中央病院、医務室（診療所）など：医官 

1995年 米国ウォルター・リード研究所、タイ王国プラモンクットラオ病院にて 

熱帯医学研修：フェロー 

1998年 8月-2001 年 2月 防衛医科大病院総合診療部：助手 

2001年 2月-2009 年 1月 三重大医学部附属病院総合診療部：准教授（助教授） 



2009年 2月-2010 年 2月 三重大医学部附属病院総合診療科：病院教授 

2010年 3月-2018 年 6月 三重大学大学院医学系研究科臨床医学系講座家庭医療学分野：教授 

三重大学医学部附属病院総合診療科：科長（併） 

2011年 6月-2018 年 6月 三重大学医学部亀山地域医療学講座：教授（併） 

2012年 4月-2016 年 3月 三重大学医学部伊賀地域医療学講座：教授（併） 

2012年 4月-2016 年 3月 三重大学医学部津地域医療学講座：教授（併） 

2013年 4月-2016 年 3月 三重大学医学部地域包括ケア・老年医学講座：教授（併） 

2013年 4月-2018 年 6月 三重大学大学院医学系研究科地域医療学講座：教授（併） 

2013年 4月-2018 年 6月 三重大学医学部および医学科：教務委員長（学部長補佐） 

2013年 4月-2018 年 6月 三重大学全学教育会議：委員 

2016年 4月-2018 年 6月 三重大学医学部三重県総合診療地域医療学講座：教授（併） 

2016年 4月-2018 年 6月 三重大学医学部名張地域医療学講座：教授（併） 

2018年 7月-2020 年 12 月 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 

全人的医療開発学講座総合診療医学分野：教授 

東京医科歯科大学医学部附属病院総合診療科：科長 

2018年 7月- 三重大学：名誉教授 

2020 年 1月-2021 年 4月 東京都保健医療公社多摩北部医療センター総合診療科：部長 

2021 年 5月- 東京女子医科大学総合内科学・総合診療科分野：教授 



■これまでの学会活動歴など 

旧日本家庭医療学会：副会長 

日本プライマリ・ケア連合学会：理事 

WONCA（国際家庭医療学会）アジア大洋州理事会：委員 

日本混合研究法学会：顧問 

日本共用試験実施評価機構：医療面接ステーションリーダー 

日本専門医機構総合診療医検討委員会：副委員長 

日本専門医機構総合診療医検討委員会認定更新部会：部会長 

厚生労働省医師試験委員会：委員 

■これまでの編集長歴 

日本プライマリ・ケア連合学会・学会和文誌：編集長 

Asia Pacific Family Medicine Journal：編集長 

Journal of Medical Case Report：副編集長 

■これまでの学術大会活動歴 

2005年 WONCA（国際家庭医学会）アジア大洋州学術集会：事務局長 

2006年プライマリ・ケア関連学会連合学術集会：事務局長 

2018年日本プライマリ・ケア連合学会学術大会：学術大会長 
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No.5053: 61, 2021. 

竹村 洋典:【識者の眼】「『患者中心の医療』の定義」. 日本医事新報 No.5037: 61, 2020. 

竹村 洋典:【識者の眼】「多職種連携を実際に行うための 5 つの要素」. 日本医事新報  

No.5035: 53, 2020. 

竹村 洋典:【識者の眼】「今、総合診療医に求められていること」. 日本医事新報 No.5021: 

60, 2020. 

竹村 洋典:【識者の眼】「総合診療医は住民のニーズで決まる」. 日本医事新報 No.5016: 

57, 2020. 

竹村 洋典: 【識者の眼】「新型コロナウイルス感染症：今、住民の一人一人に総合診療医が

いたならば」. 日本医事新報 No.5008: 65, 2020. 

竹村 洋典: コロナが変える社会とこころ コロナが変える身体科診療の実態. こころの

科学: 55-59, 2021. 

北村 大,竹村 洋典: 日本プライマリ・ケア連合学会監修 プライマリ・ケアの理論と実

践(第68回) プライマリ・ケア医ができる職場との連携. 日本医事新報: 12-13, 2020. 

竹村 洋典: 地域医療におけるかかりつけ医と総合診療専門医. 日本医学会総会会誌 30

回: 柱2-6-1-1, 2019. 

竹村 洋典: 専門医と地域医療 日本の地域医療の問題点とそれに対する対策、そして総

合診療専門研修の魅力化のためにとるべき方法. 医学教育 50: 62, 2019. 

竹村 洋典: 総合診療医が心身症患者を診るときに必要な医療面接 日本のエビデンスに

基づいて. 心身医学 59: 302-306, 2019. 

鈴木 里彩, 沼沢 祥行,竹村 洋典: 【内科サブスペシャルティから総合的に考える代謝内

分泌疾患】総合内科における代謝内分泌疾患診断のポイント(総合内科). 日本内科学会雑

誌 108: 722-728, 2019. 

鈴木 佳孝, 田口 智博, 尾崎 仁, 竹村 洋典: 質的研究を用いた医療従事者向けチームコ

ーチングプログラムの発展. 医学教育 49: 266, 2018. 

北村 大, 市川 周平,竹村 洋典: 主治医側の産業医との連携に関する認識と疾患ごとの連

携の実際、そのギャップの背景. 産業衛生学雑誌 59: 430, 2017. 

竹村 洋典: "病歴"から迫る 重要な情報を、聞き出し損ねていませんか? 日本臨床内科

医会会誌 32: 427, 2017. 

竹村 洋典: 【うつ病診療のトピックス】プライマリ・ケアでうつ病をどこまでみるか. 

Pharma Medica 35: 47-49, 2017. 

近藤 諭,竹村 洋典: 地域基盤型医学教育のための家庭医療/総合診療科クリニカル・クラ

ークシップのルーブリック作成. 医学教育 48: 165, 2017. 

宮岡 等,竹村 洋典: 【どうする?メンタルな問題-精神症状に対して内科医ができるこ

と】クロストーク 精神科医×身体科医. Medicina 53: 1880-1886, 2016. 

後藤 道子, 森 洋平,竹村 洋典: 医療面接ラボ SP参加型医療面接教育の可能性を広げる

試み. 医学教育 47: 248, 2016. 

洪 英在,竹村 洋典: 【もっと踏み込む認知症ケア 患者だけじゃない!家族や地域の問題

まで診る、現場で活かせるレシピ集】(第 1章)患者さんの問題に対するレシピ集(オーダー



8) 食事を食べない患者さん. Gノート 3: 959-963, 2016. 

竹村 洋典: 【医療面接 学びなおし〜基礎から臨床に使える応用まで〜】医療面接 基礎

編 医療面接にかかわるエビデンス. 月刊レジデント 9: 13-17, 2016. 

竹村 洋典: 地域基盤型医学教育の質の向上、展望を考える 地域医療教育のチャレンジ. 

医学教育 47: 32, 2016. 

竹村 洋典: 日常診療で役に立つ総合診療的アプローチ. 大阪府内科医会会誌 25: 63-73, 

2016. 

竹村 洋典: 総合診療の知識の中で、多くの医師が知っておいたほうがよい知識. 日本農

村医学会雑誌 65: 437, 2016. 

竹村 洋典, 若林英樹. 【知っておくべき総合診療の現在―実践と教育・研究から未来を

展望する―】（特集）. 診断と治療;103巻 12号:監修, 2015. 

北村 大,竹村 洋典: 【血管エコー診断に必要な血行再建術の知識】下腿浮腫の診断と治療. 

心エコー 16: 1122-1129, 2015. 

吉田 和枝, 後藤 道子, 森 洋平, 竹村 洋典: 医学生と看護学生の合同実習における振り

返りからの学び. 医学教育 46: 140, 2015. 

竹村 洋典: 【実地内科医を訪れる他科の疾患の日常診療と対処法-その1(小児科・精神

科・皮膚科・整形外科) して良いことと、してはいけないこと】実地内科医の診療の充

実とレベルアップのために これからの総合診療医(家庭医、プライマリ・ケア医)のあり

かたと実践的活動. Medical Practice 32: 1248-1250, 2015. 

竹村 洋典: 【海のむこうの総合診療】海外から学べること、日本の総合診療のこれから. 

治療 97: 882-884, 2015. 

竹村 洋典: 総合診療・家庭医療とは何か、そして心身医学の役割は 総合診療・家庭医療

とは何か、そして心身医学の役割は 大学における立場と心身医学とのかかわり. 日本心

療内科学会誌 18: 50, 2014. 

竹村 洋典,宮崎 景: 【日常病をみる-診療所でみる高血圧】高血圧診療の質を評価する. 地

域医学 28: 40-42, 2014. 

鳥谷部 真実,竹村 洋典: 思い出のポートフォリオを紹介します(第 4回) コミュニケーシ

ョン 怒りの感情へのアプローチ. Gノート 1: 630-634, 2014. 

竹村 洋典: 【ウデを磨く・アタマを鍛えるシリーズ 総合診療科的アプローチ こうす

ればUP】(第1章)アプローチ法のいろいろ 総論. 日本医事新報: 6-7, 2013. 

竹村 洋典: 今求められる総合診療医とは 総合診療における大学の役割 三重大学の場

合. 地域医学 27: 1111, 2013. 

竹村 洋典: 他科からみた精神科医療の問題点 より適切な連携体制を目指して 家庭医

療(総合診療)の立場から. 精神神経学雑誌: S-436, 2013. 

竹村 洋典: 病院総合診療医の現状と未来 家庭医療の視点から眺めると. 日本病院総合

診療医学会雑誌 4: 75, 2013. 

竹村 洋典: 私がいちばん好きな処方(第8回) 補中益気湯. 漢方と診療 4: 97, 2013. 

伊佐地 秀司, 竹村 洋典,北村 大: 三重大 GRAND CONFERENCE(第 1回). 日本医事新報: 86-

93, 2012. 



伊佐地 秀司, 竹村 洋典, 北村 大, 竹村 洋典: 三重大 GRAND CONFERENCE(第 2回). 日本

医事新報: 86-94, 2012. 

竹村 洋典: 【職場のメンタルヘルス問題への早期介入と支援】プライマリ・ケア医による

労働者のメンタルヘルス不調対処の問題点とその支援策. 保健の科学 54: 243-251, 2012. 

竹村 洋典: 【薬の効果を考える多角的視点】多角的視点に基づいた患者対応 エビデン

スに基づいたわが国における患者とのよりよいコミュニケーションとは. 薬局 63: 3524-

3527, 2012. 

竹村 洋典: 医療羅針盤 私の提言(第54回) 卒前・卒後の家庭医療教育実施は地域医療

問題解決の打開策となるだろう. 新医療 39: 22-26, 2012. 

竹村 洋典: 私の処方 睡眠障害とプライマリ・ケアでよく使う睡眠薬. Modern 

Physician 32: 120, 2012. 

鈴木 孝明, 家 研也,竹村 洋典: 地域医療実習における実習生の気づき. 地域医療: 1195-

1197, 2012. 

竹村 洋典: わたしの得意技(第 7回) うつ病を見逃さないコツ. ねむりと医療 4: 88-89, 

2011. 

稲葉 雅章, 伊藤 洋, 林野 泰明, 竹村 洋典: 睡眠障害治療により期待される身体疾患の

改善. ねむりと医療 3: 51-60, 2010. 

竹村 洋典. 認定制度はこう変わる 日本プライマリ・ケア連合学会による後期研修プロ

グラム認定と専門医認定について 日本家庭医療学会の立場から新学会の家庭医療専門医

制度を眺める(解説). 日本プライマリ・ケア連合学会誌;33巻 3号:269-273.(2010.09) 

竹村 洋典: プライマリ・ケア医応援プログラム(第10回) 家庭医の保健活動. 日本医事

新報: 21-20, 2010. 

竹村 洋典: プライマリ・ケア医応援プログラム(第11回) 家庭医の教育・研修活動. 日

本医事新報: 49-48, 2010. 

竹村 洋典: プライマリ・ケア医応援プログラム 家庭医のナゼ? 総合診療ってナニ?(第

12回)最後に「家庭医」とは. 日本医事新報: 89-88, 2010. 

竹村 洋典: プライマリ・ケアと総合医 家庭医の立場から. 日本内科学会雑誌 99: 

1091-1092, 2010. 

竹村 洋典: 認定制度はこう変わる 日本プライマリ・ケア連合学会による後期研修プロ

グラム認定と専門医認定について 日本家庭医療学会の立場から新学会の家庭医療専門医

制度を眺める. 日本プライマリ・ケア連合学会誌 33: プライマリ・ケア 2010. 

竹村 洋典. プライマリ・ケア医応援プログラム 家庭医のナゼ? 総合診療ってナニ?(第

9 回) 家庭医の問題解決方法(解説). 日本医事新報;4467 号:42-43, 2009. 

竹村 洋典. プライマリ・ケア医応援プログラム 家庭医のナゼ? 総合診療ってナニ?(第

8 回) 患者の行動は変えられるのか?(解説).  日本医事新報;4463号:43-42, 2009. 

竹村 洋典. プライマリ・ケア医応援プログラム 家庭医のナゼ? 総合診療ってナニ?(第

7 回) 誰もが持つスピリチュアルな苦痛(解説). 日本医事新報;4458号:43-42, 2009. 

竹村 洋典. プライマリ・ケア医応援プログラム 家庭医のナゼ? 総合診療ってナニ? 

患者の人生を眺めてみると…(解説). 日本医事新報;4454 号:43-42, 2009. 
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竹村 洋典. プライマリ・ケア医応援プログラム 家庭医のナゼ? 総合診療ってナニ? 

家族を知ること(part 2)(解説). 日本医事新報;4449 号:47-46, 2009. 

竹村 洋典. プライマリ・ケア医応援プログラム 家庭医のナゼ? 総合診療ってナニ? 

家族を知ること(part 1)(解説). 日本医事新報;4445 号:43-42, 2009. 

竹村 洋典. プライマリ・ケア医応援プログラム 家庭医のナゼ? 総合診療ってナニ? 

患者の世界にはどんな物語が?(解説). 日本医事新報;4441 号:35-34, 2009. 

竹村 洋典. プライマリ・ケア医応援プログラム 家庭医のナゼ? 総合診療ってナニ? 

家庭医の医療面接とは…(解説). 日本医事新報;4436 号:35-34, 2009. 

竹村 洋典. プライマリ・ケア医応援プログラム 家庭医のナゼ? 総合診療ってナニ? 

まず…家庭医の診療から(解説). 日本医事新報;4432 号:43-42, 2009. 
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竹村 洋典：不妊症と授精の調整．ハリソン内科学（監修：黒川清、福井次矢），メディカル・

サイエンス・インターナショナル，東京，2003，307－317頁． 

竹村 洋典：月経異常とその他のよくみられる婦人科的疾患．ハリソン内科学（監修：黒川

清、福井次矢），メディカル・サイエンス・インターナショナル，東京，2003，301－304頁． 

竹村 洋典：臨床医になるための必修アイテム，南江堂，東京，2002，1－185頁． 

竹村 洋典：アメリカの総合臨床医について．研修医ノート（永井良三），第２版，診断と治



療社，東京，1996，1092－1094頁． 

竹村 洋典：アメリカの総合臨床医について．研修医ノート（永井良三），診断と治療社，東

京，1995，1069－1072頁． 

 

■競争的研究資金の獲得状況 

基盤研究（C）期間：令和３、４、５年度 

研究課題：患者の表情や音声で患者の精神状態や満足度を明らかにするＩＴ技術を使用し

た研究 

研究者：竹村洋典（代表） 

研究経費：2,860千円 

 

・基盤研究（C）期間：平成29、30、31年度 

研究課題：画像音声認識技術を使用した非言語・準言語コミュニケーションの有用性に係

る実証研究 

研究者：竹村洋典（代表） 

研究経費：2,470千円 

 

・基盤研究（C）期間：平成 30、31、令和 1、2、3、4 年度（5年） 

研究課題：総合診療専門医養成プログラムにおけるビデオレビューを用いた教育システム

の構築 

研究者：後藤道子（代表）、竹村洋典、若林英樹、北村大、関本美穂、大西弘高、阿部恵子

（分担） 

研究経費：総額 4,290千円 

 

・基盤研究（C）期間：平成 22、23、24年度 

研究課題：患者中心の医療と患者満足度、アドヒアランス、そして健康アウトカムの関連 

研究者：竹村洋典（代表） 

研究経費：総額 1,950 千円 

 

・基盤研究（C）期間：平成 23、24、25年度 

研究課題：患者の満足度と医師の満足度の関連 

研究者：北村大（代表）、竹村洋典（分担） 

研究経費：総額 3,500千円  竹村分 毎年約 600 千円 ⇒ 1,800千円 

 

・基盤研究（Ａ）(一般)（H21～H23） 

研究課題：“ともに考える医療”のための新たな患者―医療者関係構築を目的とした実証・

事業研究 



研究者：尾藤誠司（代表）、竹村洋典（分担） 

研究経費：毎年 10,000千円 ⇒ 30,000千円 （竹村分は 3,000千円 ） 

 

・文科省未来医療研究人材養成拠点形成事業 期間：平成25、26、27、28、29年度 

事業名：三重地域医療総合診療網の全国・世界発信 

研究者：竹村洋典（代表） 

研究経費：74,260千円（平成25年度）、67,100千円（平成26年度）、44,500千円（平成

27年度）、平成28年度以降毎年約60,000千円 （合計305,860 千円） 

 

・文科省成長分野等における中核専門人材育成等の戦略的推進事業 

期間：H25,H26 

事業名：医療・保健・福祉の現場を支える「多職種連携力」を持つ人材育成プログラム開

発事業 

研究者：後藤道子（代表、三重大学総合診療医学助教）を含めて31人 

研究経費：19,520千円 分担金不明 

 

・文科省課題解決型行動医療人材養成プログラム 

期間：H28-H30 

事業名：地域総活躍社会のための慢性疼痛医療者育成事業 

研究者： 丸山一男（代表）含めて13人 

研究経費：3年の総額 69,000千円 分担金不明 

 

・厚生労働省労災疾病臨床研究事業 期間：平成 26、27、28年度 
 研究課題：主治医と産業医の連携に関する有効な手法の提案に関する研究 
 研究者：横山和仁（代表）、竹村洋典等（分担） 
 研究経費：2,500千円分担（総額 20,000千円）（平成 26年度）、3,300千円分担 
（総額 58,500 千円）（平成 27 年度）、3,300 千円分担、（総額 58,500 千円）（平成 28 年度） 

竹村分の総額 9,100千円 
 
 
・厚生労働科学研究費補助金（労働安全衛生総合研究事業） 期間：平成 20、21、22年度 

研究課題：労働者のメンタルヘルス不調の予防と早期支援・介入のあり方に関する研究 
研究者：横山和仁（代表）、竹村洋典等（分担） 
研究経費：毎年 1,000 千円分担 ⇒竹村分総額 3,000 千円 

 

・厚生労働科学研究補助金 

期 間：平成 16―18年度 

研究課題：脆弱高齢者への診療に関する判断、および診療行為の質の評価と改善に関す

る研究 

研究者：尾藤誠司（代表）、竹村洋典（以下分担）、浅井 篤、木澤義之、平 憲二 

研究経費：毎年約 20,000千円 竹村分総額 5,000千円 

 

・厚生労働科学研究費補助金 



期間：平成 14、15年度 

研究課題名：客観的臨床能力評価試験における医療面接評価の根拠 

研究者：竹村洋典（代表）、（以下分担）津田司、横谷省治、大滝純司、松岡健、櫻井裕、伴

信太郎、平田一郎、三木哲郎 

研究経費：毎年 3,000千円 総額 6,000千円 

 

・東京都庁：大学研究者による事業提案制度 

期間：令和 2、3、4年度 

研究課題名：世界トップレベルの地域医療を東京に構築する事業 

研究者：竹村洋典（代表） 

研究経費：128,392千円 

 

・茨城県庁：茨城地域医療学講座事業 期間：令和１、２、３、４年度 
研究者：竹村洋典（代表） 研究経費：110,600千円 

 

・株式会社シーユーシー：介護・在宅医療連携システム開発学講座事業 期間：令和２、３、
４年度 

研究者：竹村洋典（代表） 研究経費：78,000千円 
 
 
・三重県庁：三重県総合診療地域医療学講座事業 期間：平成 28、29、30年度 

研究者：竹村洋典（代表） 研究経費：103,200千円 

 

・三重県庁：三重県プライマリ・ケアセンター運営事業 期間：平成 28、29、30 年度 

研究者：竹村洋典（代表） 研究経費：23,559千円 

 

・南伊勢町役場：地域包括ケア・老年医学産学官連携講座研究事業 期間：平成 25、26、27
年度 

研究者：竹村洋典（代表） 研究経費：36,000千円 

 
・名張市役所：名張地域医療学講座事業 期間：平成 24、25、26、27、28、29、30 年度 

研究者：竹村洋典（代表） 研究経費：206,500千円 
 
・名張市役場：名張市において望まれる地域医療に関する調査研究事業 

期間：平成 24、25、26、27、28、29、30 年度 
 研究者：竹村洋典（代表） 研究経費：毎年約 18,000 千円  
 
・津市役所：津地域医療学講座事業 期間：平成 24、25、26、27、28、29、30年度 

研究者：竹村洋典（代表） 研究経費：240,800千円 

 
・亀山市役所：亀山地域医療学講座事業 期間：平成 23、24、25、26、27、28、29、30 年
度 

研究者：竹村洋典（代表） 研究経費：249,600千円 

 

・三重大学：平成 22年度三重大学教育ＧＰ 期間：平成 22年度 
研究課題：医学教育における「患者中心の医療」教育の有効性にかかわる研究 
研究者：竹村洋典（代表） 
研究経費：300千円. 



 
・JA三重受託研究費事業 

 研究経費：300千円、470千円、470千円 3年合計： 1,240千円 

 テーマ：お茶のアレルギー疾患に対する予防的効果に係る疫学研究 

研究者：竹村洋典 

 受入年：平成 24、28、29年度 

 

・中部電力株式会社 受託事業 

研究テーマ：医師不足地域に必要な医師の特性に関する研究 

 研究経費：2,542千円  

 研究者：竹村洋典 

 受入年度：平成 29年度 

 

■賞 

 米国家庭医療学会・研究優秀賞 

 日本プライマリ・ケア学会・学会誌優秀論文賞受賞 

 


